
資

料

公

告

名
称
秋
田
信
用
販
売
株
式
会
社

本
店
の
所
在
地
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
大
町
４
`
4
3

登
録
番
号
第
1
1
3号

営
業
廃
止
年
月
日
平
成
2
1年

1
1月

3
0日

平成™™年˜月œ日 火曜日 第œ™™œ号官 報

公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
五
日

東
北
経
済
産
業
局
長

数
井

寛

一

件
名

１

気
仙
沼
市
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の

認
可
に
係
る
公
聴
会

２

相
馬
ガ
ス
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款

の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

１

前
号
１
の
事
案

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

午
後
二
時
か
ら

２

前
号
２
の
事
案

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日

午
後
二
時
か
ら

三

場
所

１

第
一
号
１
の
事
案

気
仙
沼
市
民
会
館

（
宮
城

県
気
仙
沼
市
笹
が
陣
四
番
地
二
号
）

２

第
一
号
２
の
事
案

原
町
商
工
会
議
所
大
会
議
室

（
福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
橋
本
町
一
丁
目
三
五

番
地
）

四

事
案
の
要
旨

１

第
一
号
１
の
事
案

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更

（
熱
量
変
更
費
用
に
係
わ
る
繰
延
償
却
終
了
に
伴
う

総
原
価
の
見
直
し
。）

２

第
一
号
２
の
事
案

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更

（
熱
量
変
更
の
実
施
に
伴
い
総
原
価
を
見
直
し
、
ガ

ス
料
金
を
平
均
八
・
七
〇
％
引
き
上
げ
及
び
新
た
な

原
料
調
整
制
度
の
導
入
。）

３

詳
細
は
、
東
北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
合
同
庁
舎
）
及
び
第

一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
気
仙
沼
市
（
宮
城
県
気

仙
沼
市
西
み
な
と
町
五
七
番
地
）、
第
一
号
２
の
事

案
に
つ
い
て
は
相
馬
ガ
ス
株
式
会
社
（
福
島
県
南
相

馬
市
原
町
区
青
葉
町
二
丁
目
三
番
地
）
に
お
い
て
閲

覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

東
北
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
第
一
号

１
の
事
案
に
つ
い
て
は
「
気
仙
沼
市
（
一
般
ガ
ス
）

関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し
て
平
成
二

十
二
年
一
月
十
三
日
、
第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い
て

は
「
相
馬
ガ
ス
（
一
般
ガ
ス
）
関
係
公
聴
会
陳
述
希

望
」
の
旨
を
記
載
し
て
平
成
二
十
二
年
一
月
十
四
日

ま
で
に
、
東
北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
（
郵
便
番
号
九
八
〇
e

八
四

〇
三

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
三
番
一

号

仙
台
合
同
庁
舎
）
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る

こ
と
。
な
お
、意
見
陳
述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、

東
北
経
済
産
業
局
長
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き

る
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す

る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
官
製
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
「
気

仙
沼
市
（
一
般
ガ
ス
）
関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」、

第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
「
相
馬
ガ
ス
（
一
般

ガ
ス
）
関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」
の
旨
並
び
に
返
信

用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
一
人
一
通
に
限
る
。）に
よ
り
、
第
一
号
１
の
事

案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
一
月
十
三
日
、
第
一

号
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
一
月
十
四

日
ま
で
に
東
北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
（
郵
便
番
号
九
八
〇
e

八
四

〇
三

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
三
番
一

号

仙
台
合
同
庁
舎
）
に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む

こ
と
。
な
お
、
傍
聴
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
傍
聴
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者

あ
て
通
知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。

様
式

意
見
陳
述
届
出
書

東
北
経
済
産
業
局
長
殿

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

〇
〇
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係

る
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た
い
の
で
、
次
の
と

お
り
意
見
の
概
要
を
付
し
て
届
け
出
ま
す
。

（
意
見
の
概
要
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
CEEB

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
@DDA備

考１
届
出
書
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
で
き
る
限
り
日

本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
意
見
の
概
要
は
、
で
き
る
限
り
所
定
の
欄
に
記

載
す
る
こ
と
と
し
、
意
見
の
詳
細
を
記
載
す
る
場

合
に
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
届
出
書
に
添
付
す
る

こ
と
。

３
団
体
又
は
企
業
の
場
合
は
、
氏
名
の
欄
に
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
団
体
又
は
企

業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
す
こ
と
。）を
、
住
所
の
欄
に
は
そ
の

団
体
又
は
企
業
の
所
在
地
を
、
職
業
の
欄
に
は
そ

の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る

者
の
職
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

諸

事

項

公
認
会
計
士
懲
戒
処
分
公
告

下
記
の
者
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
2
3年
法

律
第

1
0
3号
）
第

3
1条
及
び
公
認
会
計
士
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
1
5年
法
律
第
6
7号
）
附
則
第
1
7条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
て
い

る
改
正
前
の
公
認
会
計
士
法
第
3
1条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
2
1年

1
2月

2
5日
付
で
平
成
2
2年
１
月
４
日
か
ら
平
成

2
2年
２
月
３
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
の
業
務
停
止
処
分
を

行
っ
た
の
で
、
公
認
会
計
士
法
第
3
4条
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
き
公
告
す
る
。

平
成

2
2
年
１
月
５
日
金
融
庁
長
官
三
國
谷
勝
範

記
公
認
会
計
士
鹿
谷
政
則
昭
和
2
7年
５
月
２
日
生

公
認
会
計
士
登
録
番
号
第
8
4
4
3号

現
住
所
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
１
丁
目
1
1番

1
5

号

e

閣
議
決
定
等
事
項
e

（
内
閣
官
房
）

二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

〇
一
般
案
件

一
、
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
（
決

定
）（
内
閣
府
本
府
）

一
、
政
府
関
連
公
益
法
人
の
徹
底
的
な
見
直
し
に
つ
い
て

（
決
定
）（
内
閣
府
本
府
）

一
、
平
成
二
十
二
年
度
税
制
改
正
大
綱
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
決
定
）（
財
務
省
・
内
閣
官
房
・
総
務
省
）

一
、
平
成
二
十
二
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運
営

の
基
本
的
態
度
に
つ
い
て
（
了
解
）（
内
閣
府
本
府
）

一
、
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
概
算
に
つ
い

て
（
決
定
）（
財
務
省
）

登
録
割
賦
購
入
あ
つ
せ
ん
業
者
の
営
業
の
廃
止
に
関
す
る
公
示

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
及
び
割
賦
販
売
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
2
0年
法
律
第
7
4号
）
第
３
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
割
賦
販
売
法
（
昭
和

3
6年
法
律
第

1
5
9号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

3
1条
の
登
録
を
し
た
者
か

ら
、
法
第
3
5条
の
３
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
2
6条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法

第
3
5条
の
３
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
2
4条
の
規
定
及
び
割
賦
販
売
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
2
1

年
経
済
産
業
省
令
第
3
7号
）
第
１
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
割
賦
販
売
法
施
行
規
則
（
昭
和
3
6年
通
商
産
業
省
令
第

9
5号
）
第
1
3条
の
1
7に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
1
1条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
１
月
５
日

経
済
産
業
大
臣
Æ
嶋
正
行

˜—
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